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ください。

　７月 28 日、第４回のみ SDGs パートナーズ勉強会＆交流会を開催しました。今回は課

題や悩みに対する解決策や新たなアイデアを考える、課題解決型の交流会を行いました。

　パートナーズの取り組み紹介では、東京海上日動火災保険株式会社金沢支店小松支社

が、県内で行っている活動を中心に、教育現場での「ぼうさい授業」や、がん検診推進・

熱中症予防の啓発を行った「ピンクリボン運動」などを紹介しました。その中で「SDGs

の活動を継続するために必要な人材やつながりの確保をどうするか」という悩みが投げ

かけられ、参加者からは「市内の各企業や団体の良い取り組みをもっと共有できる場を

つくり、アピールする」などのアイデアが出ました。

　また能美市横糸プロジェクトチームは地域共生社会の実現を目指して、市民、関係団

体、企業、行政などが一体となって取り組んでいることを紹介しました。そのうえで、「高

齢者や障がいのある人などのちょっとした困りごとを助け合う互助活動を進めるために

は」など福祉分野における複数の課題を参加者と考え、「子どもたちに地域のお助け隊

になってもらい、高齢者などと触れ合う機会を生み出す」などの意見が出ました。

　参加者からは「他業種の方との交流が有意義だった」「各企業や団体の考えや想いを

知ることができて良かった」などの感想がありました。

　次回はパートナーズ同士の交流を目的とした「相互交流型」交流会を開催します。

SDGs 活動を進める上での課題や悩みを共有し、ともに考える

　今回取り上げる「能き美しき能美の自然。」のコーナーは、多くの恵みをも

たらす「手取川」です。

 手取川は白山を水源とした県内最大の河川で、市境にあたる手取川扇状地の

中央に位置します。手取川の水を取り入れた用水のひとつ「宮竹用水」は市

内を流れ、私たちの暮らしに潤いを与えてくれています。

　その宮竹用水と湧水を源とする熊田川では、トミヨという背中やお腹にトゲをもつ魚が生息しています。地元

では「ハリンコ」と呼ばれ、昔は親しみある魚でした。今はトミヨが生息できる環境が少なくなっており、県内

でも数か所でしか確認されていません。その希少性から「石川県指定希少野生動植物種」に指定されており、絶

滅が危ぶまれています。豊かな自然をもつ能美でこれからも彼らの命が育まれていけるよう、見守っていきたい

存在です。のみふるでは原寸大のトミヨの模型を展示しているほか、さまざまな手取川の恵みを紹介しています。

自然の中で懸命に生き抜く貴重な生き物たちに、目を留めてみてはいかがでしょうか。

のみふる館内紹介
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き美しき能美の自然。」④手取川～

トミヨの産卵の様子（模型）

東京海上日動火災保険㈱の野口さんは、

SDGs の取り組みを進めていくことで、社

員の SDGs 意識が高まったことや、参加者

との関係構築ができたことなどのメリッ

トを話しました

グループワークでは課題や悩みに対し、

参加者同士でアイデアを出し合い、活発

な意見交換が行われました


